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Ⅰ．はじめに 

 質の高い看護教育として「シミュレーション看護教育」は海外では積極的に導入されている。韓国

では、シミュレーション看護教育が实習教育の単位の一部として認められており、韓国政府もシミュ

レーション教育を予算化し看護实践力を強化している。この背景には、「医療安全（Patient Safety）」

が高く掲げられている。すなわち、高度化・複雑化する医療のなかで、質の高い安全な医療の实践

家養成のための手段として「シミュレーション看護教育」が重視されており、2012 年より看護教育

が 4 年生に改革される韓国においては、看護实践能力の向上のために必要な知識・技術だけでなく、

[non-technical-skill]能力向上が強化されている。 

Ⅱ．目的 

本研究の目的は、教授設計の方法としての「インストラクションシステムデザイン」を用い、

大学教育にふさわしい新たな教育プログラムとして「シミュレーション看護教育プログラム」を

開発することを目的とする。 

Ⅲ．研究の経過 

１．シナリオを用いた教育の展開 

１）米国看護連盟（ＮＬＮ）で推奨しているシミュレーションデザインテンプレートを参考に

日本語版シミュレーションデザインテンプレートを作成する。 

２）看護学生を対象とした「大腸がん手術を受けた患者の観察」をＡＲＣＳモデルを用いたイ

ンストラクションデザインで検討する。「学習意欲を促進」するための学習者分析に基づいた教材

分析(開発)とし、目的に沿った教材としてのシミュレータを吟味したうえで、作成したプログラ

ムを検証する。 

Ⅳ．結果および考察 

看護学生 10 名、臨床看護師 10 名を対象としておこなったパイロットスタディで、「シミュレーシ

ョンデザインスケール」を用いた評価（5 段階）では、平均値 4.3 であり、課題達成感、満足感は得

られていた。今後は、シミュレーション看護教育プログラムとしてシナリオをベースとした教育プロ

グラムのデータを集積し、教育効果評価として国内外に誌上発表する事が課題である。 
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